
葉
た
ば
こ
の
 

収
穫
は
じ
ま
る
 

町
内
で
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
 
は

問
題
外
。
そ
れ
で
も
商
品
価

作
付
而
積
を
持
ち
、
畑
作
に
お
 
値

は
十
分
な
た
め
収
穫
に
も
力

け
る
基
幹
作
H
の
ー
つ
で
あ
る
 
が

入
り
ま
す
。
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表
層
追
肥

は
 

チ
ッ

ソ
量
が

大
切
 

水
田
の
苗
も
幼
穂
形

成
期
に
入
り
、
気
温
の

格
差
が
激
し

い
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
水
管
理
と

生
育
状
況
に
応
じ
た
表
 

層
追
肥
が
最
も
 

て
 重要
と
な
り
ま

し
た
。
 

し
 

託
 

を
一
 

、
 

金
木
町
を
含
む
津
軽
北
部
の

水
川
地
帯
は
、
泥
炭
土
壌

ー
サ

ル
ケ
 
が
非
常
に
多
く
．
地
力

が
高
い
た
め
，
深
層
追
肥
の
あ

と
に
行
わ
れ
る
出
穂
二
十
五
日
 

I
十
五
H
前
の
表
層
追
肥
で
は
、
 

チ
ッ
ソ
量
を
控
え
目
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
収
穫
に
も
か
な

り
の
影
響
を
与
え
ま
す
。
 

化
成
肥
料
の
袋
面
に
は
、
一
．.

 

つ
の
数
字
が
書
か
れ
．
左
か
ら

チ
ッ
ソ
．
リ
ン
サ
ン
，
カ
リ
ウ

ム
を
示
し
、
牧
F
よ
ニ
ト
F
ロ
 

謙騰 BB8BWiIjii驚  

（嘉瀬） 7 月 8 日開催の「水稲青空教室 

グ
ラ
ム
中
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
例
え
ば
チ
ッ
ソ
十
四
の

肥
料
を
十
ア
ー
ル
に
．
．袋
使
川

す
る
と
五

・
六
キ
ロ
の
チ
ッ
ソ

が
ま
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
表
層
追
肥
は
、
チ

ッ
ソ
量
が
十
ァ
ー
ル
当
り
二
・
 

..．キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
で
よ
く
、
 

生
育
の
遅
れ
が
著
し
い
水
川
で

は
、
追
肥
を
待
つ
よ
う
に
指
示

し
て
い
ま
す
。
 

水
管

理
は
 

気
温
に
よ
っ

て
 

水
管
理
は
低
温
の
影
響
を
受

け
や
す
い
時
期
だ
け
に
水
深
を

十
ニ
セ
ン
チ
以
L
に
し
，
逆
に

梅
雨
明
け
と
共
に
異
常
高
温
や

多
照
な
日
が
続
く
場
合
は
“
根

腐
れ
”
の
原
因
と
な
る
た
め
浅

水
に
す
る
か
水
の
人
れ
換
え
も

必
要
で
す
。
 

ま
た
転
作
後
の
水
川
や
基
盤

整
備
直
後
の
水
m
は
多
収
よ
り

安
定
確
収
と
品
質
向
L
を
U
的

に
L
壌
む
ら
の
防
止
に
努
め
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。
 

来
月
十
H
頃
に
は
、
い
よ
い

よ
出
穂
も
始
ま
り
、
白
い
稲
の

花
が
満
開
と
な
り
ま
す
が
、
好

天
を
今
か
ら
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
“
 
 

葉
た
ぱ
こ
は
、
 

七
月
L
旬
か
ら

ド
葉
の
収
穫
が

始
ま
り
ま
し
た
。
 

た
ば
こ
苗
の

成
長
に
伴
っ
て

ド
葉
，
中
葉
、
 

本
葉
、
犬
葉
と

順
次
収
穫
さ
れ

て
行
き
ま
す
が
、
 

全
て
持
殊
な
機

械
を
使
川
し
て

の
収
穫
で
機
械

編
み
。
ハ
ウ
ス
 

内
の
乾
燥
を
経
て
出
荷
さ
れ
る

の
が
十
一
刀
ド
旬
で
、
 一
枚
一

枚
に
何
度
も
手
間
を
か
け
ま
す
。
 

町
内
に
作
付
し
て
い
る
葉
た

ぱ
こ
は
、
主
に
バ
ー
レ
ー
種
と

い
う
冷
害
に
強
い
品
種
で
．
 一

本
の
苗
か
ら
二
十
L
ー
八
枚
の

葉
た
ば
こ
が
収
穫
で
き
栽
培
の

主
流
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
ド
葉
の
収
穫
は
．
巾

葉
、
本
葉
の
成
長
を
助
長
す
る

た
め
の
も
の
で
．
品
質
と
等
級
 

等
級
に
よ
る
価
格
の
変
動
が

激
し
い
葉
た
ぱ
こ
栽
培
も
、
気

象
条
件
に
よ
り
収
穫
が
大
き
く

左
右
さ
れ
．
病
害
虫
の
発
生
や

葉
焼
け
が

一
番
心
配
さ
れ
ま
す

が
，
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
順
訓

な
成
長
で
．
高
品
質
に
よ
る
上

位
等
級
も
望
め
そ
う
。
 

今
月
宋
の
開
花
と
共
に
作
業

も
急
ビ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
猫

の
手
も
借
り
た
い
程
の
忙
が
し

さ
が
、
暮
れ
ま
で
続
き
ま
す
。
 



叫
 
した
。
 

戸
‘
gき
ト
白に
白り
‘「
らパb
・
ら‘
・
“
‘
・
”
二
‘

・ト
・
1
み‘
f

白“

"

‘
、
 

警
l
,
，
‘凄
ほ
，
靖
嘱
」
「
匡
嘱
，
育
窟
曙
曹
注
陰
ム静
 

》

ー
 
‘

ー

‘
i
ョう
，
，
と

此
坦
活
性
化
 

一
漬
の
た
め
、さ
る
ミ
月
定
例
町
議
会

一
で
、ニ
つ
の
特
別
委
員
会
が
飢
割
穀

、
 

》
 
この
ほ
ど
そ
の
組
織
会
が
開
催
さ
れ
ま

実
現
の
た
め
、
さ
る
三
月
定
例
町
議

会

で
、
ニ
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

こ
の
ほ
ど
そ
の
組
織

会
が
開
催
さ
れ

ま
 

ーー→プー 

ー賢三 
乳＝ 
芭i離三 

三維 
ー匠fーー・ 

嚢
 

」
 

：丑 
ー，ーー 

一

『
 

設
慨
さ
れ
た
特
別
委
員
会
の
 

ー
つ
は
、
企
業
誘
致
促
進
特
別

委
員
会
で
、
七
刀
二
日
に
開
か

れ
た
組
織
会
で
は
、
吉
田
米
逸

氏
（
写真
）を
委
員
長
に
選
出
。
 

地
域
活
性
化
実
現
に
向
け
て
始

動
し
ま
し
た
。
 

三
月
定
例
町
議
会
で
は
、
誘

致
企
業
の
優
遇
を
図
る
べ
く
、
 

雇
川
人
員
が
五
十
名
以
上
等
で
、
 

適
格
工
場
と
認
め
ら
れ
る
企
業

に
つ
い
て
は
、
奨
励
金
を
交
付

す
る
な
ど
を
折
り
込
ん
だ
“
金

木
町
工
場
設
置
奨
励
条
例
”
が

可
決
。
今
年
四
月
に
は
、
こ
の
 
 事

務
を
担
当
す
る
“
商
工
観
光

課
一
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
実

現
に
向
け
て
に
わ
か
に
活
気
立

っ
て
き
ま
し
た
。
 

古
田
委
員
長
は
ら
地
場
産
業

の
掘
り
起
し
と
育
成
に
活
力
を

見
い
出
す
町
に
合
っ
た
企
業
誘

致
実
現
を
図
り
た
い
。
当
面
は
、
 

委
員
相
互
に
よ
る
資
料
収
集
ゃ
 

ば
ん
え
い
競
馬
事
業
促
進
特

別
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
伊

丸
岡
勇
氏
（
写
真
）
を選
出
。
 

競
馬
開
催
に
向
け
た
運
動
を
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
が
「
地
方
競
馬
場
指
定
」
 

の
陳
情
書
を
県
に
提
出
し
た
の

が
．
七
年
前
の
昭
和
五
十
三
年

一
刀
の
こ
と
。
県
は
こ
れ
を
受

け
て
採
算
や
経
費
負
担
な
ど
を

交
え
調
査
検
討
し
、
昭
和
五
十

八
年
設
置
可
能
性
に
つ
い
て
、
 

当
分
兄
合
せ
た
方
が
良
い
と
の

意
5
1書
を
町
に
示
し
，
同
年
、
 

特
別
委
員
会
が
一
度
解
散
す
る

経
緯
も
あ
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
農
業
の
低
迷
と
こ

れ
と
い
っ
た
産
業
も
な
い
こ
と
 
 専

門
部
に
分
け
て
の
情
報
交
換

を
な
し
、
委
員
会
設
叢
の
意
義

を
高
め
た
い
。」
と
意
欲を
示
し

て
い
ま
し
た
。
 

委
員
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略

▼
委
員
長
I
吉
田
米
逸
 
▼
副

委
員
長
I
西
村
節
男
 
▼
委
員
 

I
小
林
長
・
、
小
田
桐
喜
吉
・
 一

吉
崎
正
光
、
野
宮
雄
遺
、
古
川

（
 

「
」籍
鮮
竹
「）
「一
 

慈
。
 

》
 

一
 

か
ら
、
場
内
整
備
な
ど
の
六
百

人
に
上
る
労
働
力
需
要
と
厩
舎

使
川
の
稲
わ
ら
が
年
間
七
百
三

十
ト
ン
に
及
ぷ
た
め
、
た
い
腹

肥
に
よ
る
上
づ
く
り
ゃ
畜
産
振

興
な
ど
を
競
馬
開
催
の
メ
リ
ッ
 
 一
 

ト
に
掲
げ
、
実
現
に
向
け
て
再
 ?  ! 

燃
し
た
も
の
で
す
。
 

伊
丸
岡
委
1
4長
は
「
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
何

ん
と
し
て
も
実
現
し
た
い
。」
と

決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

さ
る
」
ハ月
二
十
八
H
招
集
の

第
百
三
十
六
回
金
木
町
議
会
臨

時
会
は
、
八
議
案
と
四
報
告
の

承
認
を
求
め
、
古
川
町
長
が
提

案
。
全
て
原
案
通
り
可
決
承
認
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

八
議
案
の
う
ち
の

件
は
、
昭
和
六
十
年
度

の
各
会
計
補
正
．r
算
で

一
般
会計
は
．
町
道
整

備
や
側
溝
整
備
、
水
道

事
業
へ
の
繰
出
金
な
ど

五
千
五
百
八
十
L
万
L
 

千
円
追
加
し
、
総
額
．

,
 

十
八
億
六
千
六
百
六
十

七
万
九
チ
円
と
な
り
ま

し
た
。
 

ま
た
．
老
人
保
健
特
別
会
計

は
、
四
百
五
十
万
七
千
円
の
追

加
で
五
億
三
千
五
十
六
万
一
千

円
と
し
，
水
道
事
業
会
計
は
、
 

八
百
七
十
七
万
・
二千
円
を
追
加
 

》
し
．
収
益
的
収
人
及
び
支
出
が
 

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

し
．
収
益
的
収
人
及
び
支
出
が
 

《
】
億
八
千
八
百
八
十
六
万
一
千

一
億
八
千
八
百
八
十
六
万
】
千
 

委
員
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略

▼
委
員
長
‘
伊
丸
岡
勇
 
▼
副

委
員
長

廿
白
川
徳
政
 
，
委
員
 

I
鳴
海
義
男
、
小
野
祐
蔵
、
対

馬
兼
正
、
白
川
竹
治
、
基
出
豊

一
、
秋
元
武
治
。
 

円
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
他
、
地
域
相
談
指
導
員

の
報
酬
を
改
正
し
た
金
木
町
報

酬
及
び
費
川
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
と

職
員
の
通
勤
手
当
を
改
正
し
た
 

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
、
さ
ら
に
、
家

庭
拳
仕
員
派
遺
手
数
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改

止
す
る
条
例
が
そ
れ
ぞ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

残
り
の
二
議
案
は
、
 

は
場
整
備
に
よ
る
水
田
 

な
ど
の
編
人
．
編
出
に
 

係
る
．
五
所
川
原
市
と
 

の
境
界
変
更
に
つ
い
て
可
決
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

報
告
案
件
の
四
つ
は
、
議
会

開
会
前
に
町
長
が
専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
で
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

補
正
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
 

第溺回席時議会 

、
P
と
し
 
．乃
辻
リ
業
h山
糾m目
 

眺
hそ
印
に岡
長
力
仕『
ひ処
分
L
 

》
八
百
七
十
七
万
・
二千
円
を
追
加
 
た
事
項
の
報
告
で
い
ず
れ
も
承
 

《
 

《
 



理
係
に
分
け
ら

れ
、
七
月
一
日

現
在
運
転
技
能

員
二
人
を
含
め
 

九
人
で
事
務
を
 

ー
 

分
担
し
て
い
ま
 

す
。
 

町
道
の
舗
装
 

・

整
備
、
町
営

住
宅
の
設
計
を
 

は
じ
め
、

冬
場
 

・l
r
'
 

は
除
雪
が
最
大

の
仕
事
と
な
り

昼
夜
を
問
わ
ず

町
有
八
台
の
除
 

トイレトれ

女 リ」 

里
一
一
一
一
」
 

産
 
業
 
課
 

商
L
脱
光
課
 

総
 
務
 
課
 

2階建設課 

やくばのしごと③ 

除雪時は休みなしの 

建設課 

、
 

)
 

)
 

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
 

実
施
計
画
の
骨
子
ま
と
ま
る
。
 
 

金
木
町
の
農
業
の
生
産
基
盤

と
生
活
還
境
を
一
体
的
に
整
備

す
る
「
農
村
総
合
整
備
計
画
」
 

は
、
今
年
三
月
に
ま
と
ま
り
、
 

町
で
は
、
こ
の
計
画
を
具
体
的

施
策
に
移
す
「
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
実
施
計
画
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

農
村
総
合
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
昨
年
五
月
号
の
本
紙
に

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
 
 

農
業
の
生
産
構
造
や
農
村
社
会

の
変
化
に
よ
る
白
給
率
の
低
下

や
環
境
整
備
の
立
ち
遅
れ
な
ど

に
対
処
す
る
た
め
、
今
後
十
年

間
と
い
う
長
期
的
展
望
に
立
っ

た
町
全
体
の
整
備
構
想
を
描
く

も
の
で
、
こ
の
三
月
、
 一
冊
に

製
本
さ
れ
“
金
木
町
農
村
総
合

整
備
計
画
書
〉
と
し
て
、
で
き

上
が
り
ま
し
た
。
 

現
在
策
定
中
の
「
農
村
総
合
 
 

整
備
モ
デ
ル
事
業
失
施
計
画
」
 

は
、
出
米
上
が
っ
た
“計
画
書
〉
 

を
も
と
に
、
農
道
整
備
や
集
落

排
水
処
理
施
設
整
備
、
農
業
集

落
道
整
備
な
ど
の
具
体
的
施
策

を
折
り
込
む
、
実
施
を
前
提
と

し
た
計
画
で
、
町
づ
く
り
の
青

写
真
と
言
え
ま
す
。
 

具
体
的
施
策
と
し
て
は
、
今

年
五
月
二
十
七
1
1か
ら
六
月
十

三
日
ま
で
、
各
集
落
毎
に
開
催

さ
れ
た
、
部
落
懇
談
会
で
の
要

望
事
項
を
折
り
込
み
、
こ
れ
ま

で
に
農
道
整
備
十
路
線
、
防
火

水
槽
六
基
、
農
村
公
園
六
カ
所

な
ど
が
“
モ
デ
ル
事
業
推
進
協

議
会
一
で
承
認
を
得
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
意
志
を
十
分
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
実
施
さ
れ
た
昨

年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
い
よ

い
よ
モ
デ
ル
事
業
実
施
計
画
に

よ
り
実
現
の
第
一
歩
を
あ
ゆ
ん

だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

昭
和
六
ト
ー
年度
か
ら
は
、こ

の
計
画
を
も
と
に
事
業
が
実
施

さ
れ
る
訳
で
す
が
、
ト
年
間
を

目
途
に
約
十
三
億
円
が
投
じ
・
り

れ
る
火
き
な
事
業
と
な
り
ま
す
。
 

庁
舎
二
階
西
側
で
事
務
を
と

っ
て
い
る
建
設
課
は
、
文
字
通

り
建
設
に
係
る
仕
事
で
、
係
は
 

L
事
契
約
や
専
川
許
可
、
土
木

工
事
に
関
す
る
庶
務
係
。
建
築

確
認
や
町
有
建
物
の
営
繕
に
係

る
建
設
係
。
各
種
工
事
の
設
計

及
び
技
術
的
指
導
に
あ
た
る
管
 

雪
車
が
運
転
者
の
増
員
と
と
も

に
フ
ル
回
転
し
ま
す
。
 

町
道
は
、
延
べ
一
九
O

・
O
 

四
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
金
木

か
ら
盛
岡
近
効
ま
で
の
距
離
に

相
当
し
ま
す
。
 

建
設
課
長
I
伊
藤
幸
造
舶

昭
和
3
年
9
月
1
2日
生
ま
れ

職
員
採
用
時
か
ら
現
在
ま
で

建
設
課
・
筋
二
十
七
年
。
文

字
通
り
同
課
の
主
で
あ
る
。
 

私
の

一
言

…
・・
私
迷
の
担
当す

る
土
木
建
築
行
政
の
な
か
で
も

道
路
の
維
持
管
理
と
，
冬
期
間

に
お
け
る
交
通
を
確
保
す
る
た
 

ま
た
、同
課
で
は
、小
田
川
の

改
修
事
業
に
協
力
し
、
改
修
の

早
期
完
成
を
図
る
た
め
設
蹴
さ

れ
て
い
る
小
田
川
改
修
事
業
促

進
委
員
会
（
沢田
茂
 
委
員
長
）
 

の
事
務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
 

め
の
除
雪
作
業
は
、
特
に
町
民

の
H
常
生
活
に
密
着
し
た
大
事

な
仕
事
の
ー
つ
で
、
こ
れ
に
は

何
よ
り
も
地
域
住
民
の
深
い
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
本
事

業
を
円
滑
に
進
め
て
行
か
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

(3） 金木だよ‘J （第231号〉 	 昭和60年 7 月号 

こんなところもこの事業で整備されます 

管
理
職
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
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新目玉風船の実験結果を公表する城田助手（左）と村山助教授 

’ 	 一 ‘ー 	’ ' ' 	' 

" 
	 If 

に
か
け
て
調
査
員
が

お
宅
に
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
漏
れ
な
く

記
人
し
て
く
だ
さ
る
 

す
。
 

豊
か
な
目
本
を
築

く
た
め
の
資
料
づ
く

り
と
な
り
ま
す
の
で
 

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

ア
パ
ー
ト
な
ど
に

一
人
住
 

総
務
庁
統
計
局
 

一
 
 

ま
い
を
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
 

弘
前
大
学

農
学
部

附
属
金

木
農
場
で
、

全
国
的

に

も
例
の
な
い

農
作

物
の

鳥
害
防

止
効
果

に
つ

い
て
研

究
が

な
さ
れ
、

さ
る
六

月
ニ

＋
四
日
、

研
究
結
果
が

公
表

さ
れ

ま
し

た
。
 

こ
の
実
験
を
し
た
の
は
、
同

農
場
の
村
山
成
治
助
教
授
と
応

用
昆
虫
学
教
室
の
城
田
安
幸
助

手
、
北
川
利
雄
技
官
の
三
人
で
、
 

城
田
助
手
が
中
心
と
な
っ
て
、
 

室
内
実
験
と
現
地
実
験
に
分
け

て
行
い
ま
し
た
。
 

農
作
物
の
カ
ラ
ス
や
ム
ク
鳥

な
ど
に
よ
る
被
害
を
目
玉
風
船

を
利
用
し
て
あ
る
程
度
防
止
で

き
る
こ
と
は
、
最
近
飛
行
機
の

ジ
ェ
ッ
ト
タ
ー
ビ
ン
を
目
玉
模

様
に
す
る
な
ど
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
考
案
し
た
の
は
、
 

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
で

す
。
 

研
究
は
、
同
農
場
の
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
カ
ラ
ス
な

ど
に
よ
り
三
O
％
位
の
被
害
を

被
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
玉

風
船
の
改
良
で
被
害
を
少
な
く

で
き
な
い
も
の
か
と
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
 

室
内
実
験
で
は
、
烏
が
風
船
 
 

の
風
船
と
も
う
一
種
類
の
両
H
 

タ
イ
ブ
の
も
の
と
一
週
間
毎
に

交
換
し
、
烏
の
反
応
を
確
め
ま

し
た
〕
烏
は
．
即
ち
に
反
応
を

示
し
．
慣
れ
な
い
せ
い
か
近
か

寄
ら
ず
、
し
か
も
新
型
風
船
は
、
 

少
な
く
て
も
三
週
問
は
有
効
で
、
 

種
を
食
い
荒
す
こ
と
の
で
き
な

い
成
艮
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ま

で
の
．
生
育
期
間
と
ほ
ぼ
同
じ
 
 こ

と
か
ら
充
分
生
か
さ
れ
る
結

論
が
出
ま
し
た
。
 

今
回
．
こ
の
室
内
実
験
を
同

農
場
で
現
地
実
験
し
、
五
月
十

七
H
の
播
種
か
ら
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
五
月
．

.
 

十
七
日
に
芽
を
出
し
．
す
で
に

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
が
出
始
め

六
月
五
日
に
H
ド
風
船
を
設
営
。
 

以
後
、
被
害
状
況
を
．
株
づ
つ
 

ま
ず
，
 
．ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
を
四
区
画
に
分

け
対
角
状
の
．
．区
画
を
そ
れ
ぞ

れ
調
査
区
と
対
照
区
に
し
、
被

害
状
況
を
比
較
す
る
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
 

数
え
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
．
 一
番
被
害
の
大

き
か
っ
た
芽
を
出
し
て
か
ら
十

二
H
後
の
六
月
十
三
H
で
は
，
 

風
船
を
設
置
し
た
．
．区
画
の
防

除
区
で
一

・
九
％
、
対
照
区
で
 

．
〇
％
の
被
害
で
．
成
長
に
よ

り
被
害
の
出
な
く
な
っ
た
六
月
 

．十
日
ま
で
の
問
、
こ
の
風
船

を
設
蹴
し
た
防
除
区
画
全
体
で

は
四
％
以
ド
と
い
う
驚
異
的
数
 

九
月
ド
旬
か
ら
十
H
L
旬
 
 値

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
 

ま
た
．
こ
の
現
地
実
験
で
は

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
側
所
は
集

中
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
も

出
た
こ
と
か
ら
，
米
年
は
、
エ

サ
場
と
し
て
の
個
所
を
設
け
，
 

最
終
H
標
の
人
問
と
烏
が
共
存

で
き
る
農
業
を
H
ざ
し
て
研
究

を
進
め
て
行
く
方
針
で
す
。
 

従
来
、
農
家
の
人
は
、
農
作

物
を
害
鳥
か
ら
守
る
た
め
に
、
 

テ
グ
ス
ゃ
針
金
、
テ
ー
プ
等
を

張
り
巡
ら
し
被
害
を
防
い
で
き

ま
し
た
が
、
学
問
的
兄
地
か
ら

研
究
し
て
い
る
の
は
全
国
的
に

も
例
が
な
く
、
城
川
助
手
は
今

回
の
研
究
結
果
を
米
年
札
幌
市

で
開
か
れ
る
“
H
本
応
用
動
物

研
究
学
会
”
に
発
表
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

し
て
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
 

に
驚
く
状
況
と
慣
れ
に
つ
い
て

実
験
を
繰
り
返
し
、
新
し
く
縦

一
四
O
七
ン
チ
、
横
八
〇
セ
ン

チ
の
立
体
感
が
あ
り
光
択
の
出

る
新
型
目
玉
風
船
を
考
案
。
こ
 

《石
一
り“
．“
什n
に
‘
．
 出
山報
 
一

巌
 

ガ
三
ス
の
被
害
は
1
0％
以
下
 

一
 
 

1
0月
ー
日
は
国
勢調
査
 

ー
月
一
H
 
全
国
一
斉
に
 
ー

マ
ン
、
O
L
の
皆
さ
ん
も
、
 

困
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 
ひ
と
り
、
ひ
と
り
世
帯
主
と
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難
 

は
し
ご車
を
使
っ
て
の
火
災酬
線
 

達
者
で
 

が
ん
ば
っ
 

大
佐
賀
 
三
次
郎
さ
ん
（別
歳
）
 

明
治
3
3年
6
月
2
2日
生

住
所
 
川
倉
向
道
 

◇
六
＋
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
毎
朝

散
歩
が
わ
り
に
新
聞
配
逮
を
し

て
い
ま
す
。
手
先
は
至
っ
て
器

用
で
、
ワ
ラ
ジ
、
ケ
ラ
．
エ
ン

ツ
コ
な
ど
の
わ
ら
工
品
作
り
が

特
技
の
ー
つ
。
昭
和
五
十
二
年

に
町
褒
賞
を
受
け
ま
し
た
。
 

川
倉
の
人
た
ち
か
ら
は
、
三

柱
神
社
の
宮
守
と
呼
ぱ
れ
、
慕

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

至
っ
て
達
者
な
大
佐
賀
さ
ん

に
若
い
頃
の
話
を
伺
っ
て
み
ま

し
た
。
 

◇
ん

ー
 
と
、
若
い
頃
は
ち

ょ
う
ど
テ
レ
ビ
に
出
て
く
る
何

と
か
の
番
組
で
“ア
マ
ゾ
ン
ー
と

か
“
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ー
の
生
活

に
似
デ
ア
ッ
タ
ナ
ァ
。
当
時
、
 

お
ら
“
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ー
の
日

露
会
社
と
い
う
サ
ケ
、
マ
ス
の

缶
結
工
場
サ
稼
ぐ
に
行
っ
て
毎

月
家
サ
仕
送
り
し
て
ど
う
に
か

こ
う
に
か
食
い
つ
な
い
で
来
た
。
 

一
番
苦
し
か
っ
た
時
は
、
先

妻
に
死
な
れ
て
五
才
の
長
男
と
 

二
人
で
暮
り
し
て
ア
ッ
タ
時
た

や
っ
と
一
人
前
に
な
っ
た
と
思

っ
た
ら
兵
隊
に
取
ら
れ
デ
、
戦

死
。
何
ん
の
た
め
に
生
き
デ
来

た
が
 

て
投
げ
や
り
に
な
っ

た
時
も
ア
ッ
タ
。
そ
れ
も
背
の

話
だ
ナ
ァ
！
、
く
く
ノ
。
 

三
柱
神
社
と
、
隣
に
あ
る
津

軽
三
十
三
霊
場
十
三
番
の
観
音

堂
の
清
抑
が
こ
の
頃
の
日
課
ダ

オ
ン
。観
音
堂
に
は
毎
日
の
よ
う

に
巡
礼
の
人
が
米
て
い
る
ハ
ン

デ
、
き
れ
い
に
し
て
オ
ガ
ネ
バ

マ
ネ
。
十
年
位
前
に
百
五
ト
本
 

噴
一
 

の
杉
苗
を
神
社
の
境
内
に
植
え

で
だ
い
ぷ
オ
ガ
ッ
タ
ネ
。
し
め

縄
も
自
分
で
作
っ
た
物
デ
、
毎

年
奉
納
し
て
シ
タ
ジ
ャ
。
ト
シ

イ
ッ
タ
キ
ャ
体
も
だ
ん
だ
ん
営

う
こ
と
キ
ガ
ネ
グ
ナ
ッ
タ
ナ
7
。
 

O
ー
大
佐
賀
さ
ん
の
苦
労
話
が

次
々
飛
び
出
す
中
で
、
ふ
と
こ

ろ
か
ら
、
戦
争
で
失
っ
た
と
い

う
長
男
の
写
真
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
、
何
と
な
く
三
柱
神
社
と
観

音
堂
を
率
先
し
て
消
掃
米
仕
し

続
け
る
意
昧
が
分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
 

’~」．
. 

， ~ 

川倉の守り神、三柱神社で今日も清掃奉仕する大佐賀さん 

金
木
町
産
業
振
興
会
議

（
吉

崎
忠
直
会
長
‘
町
助
役
）
が
主

催
す
る
今
年
度
水
稲
育
苗
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
白
川
照
男
さ
ん

（
 

沢
部
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

ほ
か
、
三
十
四
人
が
入
賞
し
、
 

こ
の
ほ
ど
中
央
公
民
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町
の

基
幹
作
目
で
あ
る
水
稲
の
育
苗

技
術
が
優
れ
た
農
家
を
表
彰
し
、
 

横
竃
 

・

わ
a破
』昏
ど
訪
 

公
立
金
木
病
院
で
、
さ
る
六

月
六
日
、
は
し
ご
車
を
出
動
さ

せ
る
な
ど
大
掛
り
な
消
防
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
防
火
意
識
の
高

揚
に
つ
と
め
ま
し
た
。
 

訓
練
の
想
定
は
、
風
速
十
メ
 

ー
ト
ル
で
異
常
乾
燥
注
意
報
発

令
の
中
、
二
階
東
病
棟
の
乾
燥

室
か
ら
出
火
延
焼
中
で
、
全
員

避
難
の
必
要
あ
り
、ま
た
、
屋
上

に
男
ニ
名
女
三
名
の
逃
げ
遅
れ

た
者
が
あ
り
救
助
が
急
が
れ
る

と
い
う
も
の
。
 

五
所
川
原
消
防
署
か
ら
は
四

十
メ
ー
ト
ル
も
延
び
る
は
し
ご

車
が
要
請
に
応
え
、
金
木
署
の
 
 

そ
の
技
術
内
容
を
公
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
米
質
向
上
と
農

家
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
斉

藤
滑
四
郎
金
木
地
区
農
業
改
良

普
及
所
畏
が
審
査
委
員
長
と
な

り
、
苗
代
審
査
と
苗
審
査
を
行

い
、
次
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

マ
最
優
秀
賞
I
白
川
照
男

マ
優
秀
賞
I
白
川
伝
蔵
、
大

谷
柾
志
、
三
潟
成
太
郎
。
 

レ
ス
キ
ュ

l
隊
の
協
力
で
、
と

り
残
さ
れ
た
屋
上
の
五
人
を
無

事
救
助
、
発
見
通
報
、
避
難
誘

導
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
屋
外
で
は
、
油
火

災
、
L
P
ガ
ス
火
災
の
消
火
器

に
よ
る
模
擬
訓
練
も
行
わ
れ
、
 

看
護
婦
さ
ん
た
ち
は
、
真
剣
な

表
情
で
消
火
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。
 

“災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
ー
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
金

病
の
よ
う
な
近
代
的
建
物
で
は
、
 

煙
に
よ
る
人
災
も
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
非
常
口
の
確
 

▽
優
良
賞
I
川
口
隆
、
佐
藤

欣
蔵
、
白
川
峰
雄
、
徳
田
長
弘

角
田
昭
太
郎
、
白
川
竹
治
、
徳

田
雄
治
、
白
川
理

一
 

▽
奨
励
賞
I
工
藤
兼
四
郎
、
 

泉
谷
久
友
、
松
川
清
美
、
吉
田

隆
雄
、
三
潟
春
樹
、
三
潟
福
正

古
川
武
六
、
棟
方
誉
。
 

▽
努
力
賞
ー
秋
谷
正
義
、
葛

西
倉
光
、
中
谷
九
、
鳴
海
政
太

郎
、
櫛
引
勇
市
、
川
口
良

一
、
 

白
川
広
正
、
告
田
登
志
一
、
徳

田
重
夫
、
白
川
幹
雄
、
中
谷
秀

照
、
告
田
完
造
、
成
田
唯
良
。
 

認
や
避
難
誘
導
は
、
普
段
か
ら

の
心
掛
け
と
“
い
ざ
（
と
い
う

時
の
冷
静
さ
が
大
事
で
、
今
回

の
訓
練
で
は
、
は
し
ご
軍
の
出

動
に
伴
い
、
従
来
の
下
へ
、
下

へ
の
避
難
感
覚
を
、
屋
上
と
い

う
個
所
も
時
に
は
避
難
場
所
と

な
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
 



七
月
二
十
二
ロ
、
八
月
一
一
十

目
ま
で

（金
木
小
・
中
学
校
は

八
月
十
九
ロ
ま
で
）
が
今
年
の

町
内
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

で
、
お
よ
そ

ー
カ
月
あ
り
ま
す
。
 

各
小
中
学
校
と
も
生
活
指
導

部
を
設
け
、
期
問
中
の
注
意
事

項
や
事
故
防
止
を
バ
ン

フ
レ
ッ

ト
に
掲
げ
、
約
束
事
と
し
て
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。
 

朝
寝
、
夜
ふ
か
し
。
休
み
に

入
っ
た
安
心
感
か
ら
子
供
は
時

間
の
ケ
ジ
メ
を
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
 

学
校
を
離
れ
て
の
ん
び
り
過
 

少
年
の
な
や
み
ご
と
相
談
 

“非
行
一
や
“
い
じ
め
《
な
ど

に
対
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、
本

人
も
し
く
は
、
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

電
話
⑩

l
2
1
1
7
内
線
3
6
 

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
 

電
話
0
1
7
7
⑩
7
6
7
6
 

今
季
の
防
犯
活
動
計
画
を
検
討

し
ま
し
た
。
 

活
動
計
画
の
内
容
は
、
水
難

弔
故
危
険
簡
所

の
調
査
、
ゲ

ー
 

ム
コ
ー
ナ
ー
喫
茶
店
の
巡
回
、
 

夜
間
バ
ト

ロ
ー
ル
、
少
年
の
な

や
み
ご
と
相
談
所
の
開
設
、
防

犯
映
画
教
室
。
な
ど
機
り
だ
く

さ
ん
で
、
主
に
夏
休
み
に
向
け

て
の
青
少
年
非
行
防
止
が
活
動

計
画
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

管
内
の
今
年
一
月
ー
六
月
ま

で
の
犯
罪
少
年
の
補
導
は
、
十

四
人
（
う
ち
女
子
一
人
〉
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
親
の
子
供
に

対
す
る
“
し
つ
け
ー
ゃ
一
話
し

合
い
ー
が
犯
罪
の
減
少
に
結
び

つ
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
 

夏
休
み
に
、

海
や
山
へ
飛
び

出
す
子
供
た

ち
の
顔
は
、
生
き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で

子
供
た
ち
が
非
行

に
走
り
や
す
い
の
も
こ
の
季
節
で
非
行
の
発

端
は
夏
休
み
中

の
家
庭
生
活
を
ど

う
過
ご
し

た
か

に
よ
っ

て
大
き
く
変
わ
っ

て
く
る
よ
う

で
す
。
 

3
友
 
達
「

ノ
ー
」
の
言
える
強
さ
を
持
た
せ
る
o
 

一
 
健
康
．
安
全
意
外
に
多
い
水
の
事故
 

子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や

悪
い
こ
と
に

ハ
ッ
キ
リ
“
ノ
ー
”
 

と
言
え
る
強
さ
を
持
た
せ
た
い

も
の
で
す
。
 

行
動
を
共

に
す
る
こ
と
だ
け
 

が
友
達
付
き
合

い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
外
泊
、
夜
遊
び
は
非
行

の
大
き
な
原
囚
と
な
り
、
友
達

同
志
だ
か
ら
な
ん
で
も
と
い
っ

た
こ
と
は
、
絶
対
ゃ
め
さ
せ
る
。
 

し
か
し
、
休
み
に
入
る
と
解

放
感
が
先
に
立
ち
、
不
規
則
な

生
活
を
送
り
が
ち
で
、
 
“夏
休

み
だ
か
ら
ー
と
い
う
特
別
な
意

識
を
持
ち
、
学
校
生
活
で
は
得

ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
を
得
る

機
会
を
見
失
い
が
ち
で
、

二
学

期
の
始
業
式
真
近
に
な
っ
て
宿

題
を
す
る
子
供
も
多
く
、
た
だ

遊
び
回
っ
て
い
て
は
ー
 

ご
す
の
も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
 
金
木
警

察
署
の
所
轄
す
る
防
 
た
っ

て
防
犯
述
動
計
画
を
立
て

も
の
で
す
が
、
前
も
っ
て
約
束
 
犯

関
係
機
関
を
．
堂
に
介
し
て
、
 ま
し
た
。
 

し
た
時
間
に
は
読
書

や
家
事
の
 
八
目
、

同
署
会
議
室
で
“
夏
の
 

金
木
地
区
防
犯
協
会

（
会長

手
伝
い
な
ど
、
決
め
ら
れ
た
こ
 
防
犯

運
動
関
係
機
関
の
打
ち
合
 

I
占
川
竹
夫
町
長
）
が
主
催
し
 

と
を
行
う
よ
う
に
さ
せ
る
。
 

せ
会
議
が
開
か
れ
、
細
部
に
わ
 
た
こ
の
会

議
は
、
 
h夏
の
防
犯
 

係機関を集め 
】

《
 

一
‘
 
り
 
ー
、
 

，
 
」
 

防犯運動会議勲 

防犯会議であいさつする古川会長 

一
1
計
画
性

夏
休
み
な
ら
では
の
目
標
を持
た
せ
る
。
 

夏
休
み
は
、
時
問
や
物
事
の
 
勉

強
す
る
と
か
、
趣
味
で
も
学

計
画
性
を
養

う
絶
好
の
機
会
で
 

習
で
も
興
味
の
あ
る
も
の
を
さ

す
。
計
画
表
を
作
ら
せ
き
ち
ん
 
ら
に
研

究
す
る
と
い
っ
た
、
夏

と
実
行
さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
 
休
み
な
ら
で
は
の
日
標
を
持
た

不
得
意
の
科
日
を
徹
底
し

て
 
せ
、

応
援
し
て
あ
げ
る
。
 

2
時
 

間
約
束
し

た
時
間
を
守
ら
せ
る
。
 

夏
休
み
期
間
中
に
交
通
事
故
 
ル

以
外
は
ど
こ
も
危
険
個
所
で
 

連
動
〉
（
七
月
二
十
二
日
I
八
 

よ
り
多
い
の
が
水
の
事
故
で
す
。
 
す
。
確
実
に
プ
ー
ル
で
グ
 

月
二
十

一
日
）
の
実
施
に
伴
い
 

「泳
ぎ
に
行
っ
て
く
る
よ
」
 
ま

た
、
白
転
軍
に
乗
る
機
会
 

管
内
か
ら
犯
罪
を
撲
滅
し
よ
う
 

「軍
に
気
を
付
け
て
ね
」
。こ
れ
 
も

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
 
ー
。

と
、
金
木
、
中
里
、
市
浦
、
 

だ

けでは

いけ

ません。

プ

ー 話し

て聞か

せましょ

う。 

小泊の各

関係

団体が

集り、 

せ 

I1v6O年 7 )]' .J- (第2 31' J 

さあ夏休みだ刀 
麟 でもお母さん～ 
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さ
ん
を
先
頭
に
約
二
百
人
が
次

々
献
花
。
お
酒
を
手
向
け
る
な

ど
し
て
、太
宰
を
偲
び
ま
し
た
。
 

参
列
者
の
中
に
は
、
横
浜
な

ど
県
外
の
人
も
多
く
、「
こ
の
日

の
た
め
に
学
校
を
休
み
ま
し
た
。
 

湖
が
あ
る
の
は
知
ら
な
か
っ
た

と
て
も
き
れ
い
で
す
。
太
宰
文

学
に
つ
い
て
は
、
人
間
そ
の
も

の
と
、
男
女
の
生
き
方
の
違
い

を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
た
熱
心
な
文
学
フ
 

γ
ン
も
い
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
金
木
小
学
校
体

育
館
で
、
「寂
光
」
「幕
末
の
絵

師
」
な
ど
の
著
者
で
知
ら
れ
る

作
家
柱
英
澄
氏
に
よ
る
「
太
宰

治
の
世
界
ー
桜
桃
忌
に
思
う
こ

と
」
と
題
し
て
記
念
文
化
講
演
 

十
九
日
の
桜
桃
忌
を
前
に
、
 

太
宰
の
遺
品
や
作
品
な
ど
を
展

示
し
て
い
る
歴
史
民
俗
資
料
館

で
は
、
六
月
七
日
、
開
館
以
来

六
万
人
目
の
入
館
者
が
訪
れ
ま

し
た
。
 

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
万

人
毎
に
五
人
の
記
念
米
館
者
に

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
六
人
日
 
 会

が
催
さ
れ
、
約
二
百
五
十
人

の
受
講
者
で
賑
い
ま
し
た
。
 

午
後
三
時
か
ら
は
、
会
場
を

生
家
“
斜
陽
館
】
に
移
し
、
桜
 

の
幸
述
な
来
館
者
は
、
裏
氷
都

武
蔵
野
市
に
住
む
大
学
生
で
糸

井
和
久
さ
ん
（2
4才
）
。
 

役
場
か
ら
駆
け
つ
け
た
古
川

町
長
か
ら
郷
土
史
や
記
念
品
を

贈
ら
れ
“
驚
き
と
う
れ
し
さ
と

二
つ
我
に
あ
り
ー
の
心
境
で
、
 

「高
校
生
の
頃
“
斜
陽
”
ゃ
“
 

津
軽
一
を
読
ん
で
一
度
は
ふ
る

さ
と
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
，
 
 

桃
忌
が
催
さ
れ
、
発
起
人
の
高

橋
彰

一
氏
ら
関
係
者
が
集
り
、
 

太
宰
の
思
い
出
話
な
ど
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

来
た
が
ま
さ
か
記
念
者
に
な
る

な
ん
て
。」
と
、と
ま
ど
い
な
が

ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

糸
井
さ
ん
の
住
ま
い
は
、
太

宰
が
身
を
投
じ
た
玉
川
上
水
の

近
く
と
あ
っ
て
、
縁
の
深
い
六

万
人
目
の
米
館
者
と
な
り
ま
し

た
。
 

同
資
料
館
は
、
今
年
で
開
館

六
年
目
。
毎
年
、
県
内
外
か
ら

一
万
人
前
後
の
来
館
者
で
賑
っ

て
い
ま
す
が
、
町
で
は
こ
れ
か

ら
も
幸
述
な
来
館
者
に
記
念
品

を
附
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

歴
史
民
俗
資
料
館
で

六
万
人
の
来
館
者
 

幸遣な 6万人目の来館者となった糸井さん（中央） 

宰
を
偲
び轟
麟
欝
欝
麟轟
鷺
 

十
七
風
彫が
桜
桃
忌
麟
緋
 

郷
土
が

生
ん
だ

文
豪
太

宰
治
の

誕
生
日
で

遺
体
の
発
見
さ
れ
た
六

月

十
九

日
、

太
宰
の
友
人
、

知
人
、

そ
れ

に
熱
心
な
太
宰

文
学
フ
ア

ン
ら

約
ニ

百
人
が

集
り
、

三
十
七
回
目

の
“
桜
桃
忌

一
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

「人
間
失
格
」
「津
軽
」
な
ど
 

く
、
根
強
い
人
気
を
伺
が
わ
せ
 
れ
る
作
品
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

数
々
の
名
作
を
残
し
、
昭
和
二
 
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
桜
桃
忌
も
例
年
と
同

十
三
年
自
ら
の
命
を
玉
川
上
水
 

太
宰
文
学
の
う
ち
「
津
軽
」
 
様
、

小
雨
交
り
の
天
候
で
、
太

で
絶
っ
た
の
は
、
余
り
に
も
有
 
は
、
今
年

一
月
末
に
弘
大
の
外
 

宰
の
長
女
津
島
園
子
さ
ん
が
話

名
で
す
が
、
彼
の
人
情
味
あ
ふ
 
国
人
教
師
、
ウ
ェ
ス
タ
ー
ホ
ー
 
し

て
く
れ
た
と
お
り
，
太
宰
に

れ
た
人
間
の
生
き
様
を
描
い
た
 
ベ
ン
さ
ん
が
、英
訳
出
版
し
、ア
 

は
雨
が
付
き
も
の
。
 

作
品
は
三
十
七
年
を
隔
て
た
現
 

メ
リ
カ
で
も
静
か
な
プ
ー
ム
を
 

午
後

一
時
芦
野
公
園
登
仙
岬

在
も
フ
ァ
ン
が
絶
え
る
こ
と
な
 
呼
び
「
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
あ
ふ
 
に
あ
る
太
宰
碑
の
前
で
、
園
子
 

“太宰治文学碑”に献花す参加者 
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奈
良

小
松

前
田

秋
谷

外
崎

黒
滝

鎌
田
 

章
史

竹
太
郎

富
美
衛

竹
次
郎

精
一

ョ
、
ン

善
七

誠

一
 

キ
、不
 

喜
良
市
 

1
 

46 75 79 73 85 68 69 

金嘉金蒔喜神嘉 
良 

木瀬木田 市原 瀬 

8
5
 

伊角
藤「日 

7
3
 喜
良
市
 

糞

や
婦
 

綴
畿
資
汰

健
 

	1  
0さがしています。 

金木町在住者で昭和 S 年 7 月15日 
れの方、金木町以北の北郡下で昭和 5 年 

11月13日生まれの方。 
津軽鉄道K.Kでは、今年全線開通55周 

年の記念を迎え、記念行事の一環として 
記念品を贈ることにしました。 

応募方法 葉書に住所、氏名、生年月 
日を記入のうえ 8 月31日までに。 
五所川原市字大町39 
津軽鉄道K.K運輸課あてにお送り下 

さいo 

」」
且
い
 

1i 
へ”叫ト 

フ 
プ 
で ”“ 	ノ 	 ，l 

押 	チームノイポーズ 

茂
 

一
行

寛
之

信
弥

美
人

斬
 

幸
憲

秀
幸

智
明

勉
 

一
志

考
一
 

嘉
 
瀬

喜
良
市

藤
 
枝

金
 
木

嘉
 
瀬

金
 
木

喜
良
市

喜
良
市

金
 
木

嘉
 
瀬
 

嘉
 

蒔
 
田 瀬 

西
郡
車
力
村
で
さ
る
六
月
三

十
日
開
催
さ
れ
た
第
ニ
回
津
軽

地
区
少
年
柔
道
大
会
で
、
金
木

少
年
柔
道
ク
ラ
プ

（金
本
正
土

代
表
）
が
、
稽
古
の
成
果
を
発

揮
し
、
堂
々
三
位
に
入
賞
。
大

喜
び
し
ま
し
た
。
 

弘
前
市
、
黒
石
市
な
ど
津
軽

地
区
の
柔
道
ク
ラ
プ
十
五
チ

ー
 

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
こ
の

大
会
に
、
結
成
二
年
目
の
金
木

チ
ー
ム
が
初
参
加
。
団
体
低
学

年
の
部
で

一
回
戦
、
二
回
戦
を
 

）
 
八
月
の
中
旬
に
は
、

午
 
」
 

、
 
後
八
時
ご

ろ
南
の
空
に
 

？
 

》
 
見
え
ま
す
。
 

》
 

〕
 
ス
 
（幸
り
 

？
 

、
 
レ
 n
3
)Iで
柳
〈
 

~
 

（
ク
 
志
・
 
了
 

」
 《
 

～
ー
フ
 

×
、
 

、
 
”
 

」
 

（
へ
．‘逼
『
【
ト
 

、
 

一
 

一
 

／

『
・
 

り・
 
 
一
 

、
 

．戸

・
》
『
 

一
 

、
 

、
 

一
  
実
際
に
は
、イ
ラ
ス
ト
と
は
逆
さ

ま
に
頭
が下
に
見
えま
す
。
 

、
 

、
 

苦
戦
の
末
勝
ち
進
み
準
決
勝
で

は
、
強
豪
五
所
川
原
A
チ
ー
ム
 

（本
大
会
優
勝
）
と
対
戦
し
、
 

二
対
三
で
惜
し
く
も
敗
れ
三
位

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
個
人
戦
で
も
四
年
生

の
部
で
成
田
貴
仁
君
が
三
位
に

入
賞
す
る
な
ど
、
初
出
場
な
が

ら
大
健
闘
し
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
プ
は
、
昭
和
五
十
八

年
五
月
、
金
木
体
協
の
柔
道
部

が
端
を
成
し
少
年
の
非
行
防
止

と
後
継
者
育
成
を
目
的
に
発
足
 
 し

ま
し
た
。
 

毎
週
火
曜
日
と
金

曜
日
の
午
後
七
時
か

ら
九
時
ま
で
が
稽
古

時
間
で
、
現
在
十
一
一

人
の
チ
ビ
ッ
コ
三
四

郎
が
稽
古
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
 

柔
道
は
、
剣
道
や

相
撲
と
共
に
、
礼
に

始
ま
り
礼
に
終
る
と
 

り
っ
格
技
特
有
の
風
 

潮
を
持
ち
、
子
供
た
 

ち
に
も
心
身
の
鍛
練
 

に
は
最
適
と
さ
れ
、
派
手
さ
は

無
い
に
し
ろ
古
く
か
ら
人
気
の

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
 

豆
一
 

J轟
 

参
加
者
募
集
中
。
（連
絡
先
5
2ー

 

2
6
4
8
廿
金
本
）
 h

 

は
じ
め
ま
し
て
 

香
ち
ゃ

ん
 

五
月
ニ
十
八
日
生
ま
れ

体
重
三
、

四
O
〇
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嘉
 
瀬
 

木

立
 
茂
さ
ん

の
 

長
女
 

戸

籍
の
窓
 

六
月
届
出
 

お
め
で

と
う
 

木
立
 
香

菊
地
 
信
好

工
藤
 

綾

藤
本
 
武
仁

木
下
華
奈
美

白
川
 
靖
浩

鳴
海
 
梓

今
 

晴
央

三
ッ
橋
祐
希

斎
藤
 
真
紀

津
田
 
沙
織

田
中
 
佳
海
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
験
課
一
拠
喋
細
 

（
齢本
霧
一鍵
鴫

柿
 

（離
臨
讐
虜
導
獅

（
蘇
え
鎧
飾
馳
聖
細
 

、
小山
内
作
治
（
秀
雄
）
西
目
屋
村
 

内
作
治
（
秀
雄
）
西
目
屋
村

「
秋
田
絵
盟
子
（
松
則
）
川
 
倉
 

（
鉛
犠
郎
馨
静
琳

命
島
真
競
蔀扇
柳
 

（
鑑
睦
些
難
静
林
 

（
綴
響
誘
繊
が
晒
 

へ
工
藤
 
誠
（兼
四
郎
）川
 
倉
 

「
棟
方
 
英子
（
巳佐
男
）
鶴田
町
 

、
斉藤
 
松
男
（
定
一
）
蒔
 田
 

〈
佐
藤
 
繁
子
（
定
光
）
五
所
市
 

、
津
島
 政
之
（
喜
之
）
金
 
木
 

「
大橋
 
光
子
（
貢
）
喜
良
市
 

（
購
振讐
麓
警
柿
 

（
譲
伽
磐
菱
紗
晒
 

（
新
勤
覇
嘉
需
 

（
離恵美
魂舞
喋

叫
 

お
く
や
み
 

一
 

尚澱瓢1剥、1 も 


